


















本年で 8年目を迎える｡ 設置当初は, 非常勤カウ






も利用者数の少ない時期 (2005, 2006年度, 図 1
参照) もあり, 随時改革策をとってきた｡ 具体的
には以下の 5つである｡
①2006年 7月に 2006年度入学生を対象に, 学
生相談室利用に関する調査を行った (別報：木村・















2001年から学生相談室が立ち上がり, 関係各署の協力を受け, また学生の質の変化に対応するために, より
良い学生相談サービスを目指して変革を遂げてきた｡ 本稿では, これまでの相談体制を確立するまでの, 人材の
配置, 開室日時, 場所, 連携先などの変遷について記録し, 現在の学生相談室の機能について検討する｡ それを
ふまえて今後の課題について論じる｡






この調査結果をふまえ, 2007 年には ｢相談
(利用) しやすさ｣ と ｢相談室の周知｣ を高める
ために, 大幅な改革を行った｡ ②学生相談室広報
活動の強化, 具体的には学生相談室の場所の変更
と HP の開設 (http://www.edogawa-u.ac.jp/
gakuseisoudan/index.html) である｡ また利用
しやすさ (accessibility) を高めるため, ③電子
メールでの相談受付を (soudan@edogawa-u.ac.
















携強化 (2007年度～ ), ⑦学生相談室担当教員
と学務課との連携強化 (2008年度～ ), ⑧学生




携 (2009年度～ ) を強化してきている｡
学生相談室の活動としては, 日々の個人へのカ








































談室｣ と ｢医務室｣ と ｢安心生活サポート窓口｣
との連携がより一層必要となってきている｡
























②糖尿病とうつ, ③食後の嘔吐, ④不眠, 耳鳴り
とめまい, ⑤高血圧と頭痛の症状を併せ持つ学
生への健康相談を実施した｡ また ｢保健だより｣




























① 学生相談機関の設置状況 (2006年度) は,
53.2％である｡






























③ 開室日数：在籍学生数が 5,000 人以下
1,001人以上の規模では平均 3.9日であるが,
本学では 2007年度は 3.5日, 2008年度前期
3.5日, 後期 4日, 2009年は 4.5日となり,
2008年度後半から開室日数が手厚くなって
いることがわかる｡
④ 開室時間：在籍学生数が 5,000 人以下
1,001人以上の規模では平均 23.1時間／週で
あるが, 本学では 2008年度前期まで 21時間






⑥ 室数に関しては, 在籍学生数が 5,000人以
下 1,001人以上の規模ではでは平均 1.9室で















模では平均 0.72人, 本学では 0.675人となっ
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図 3 相談室関連組織図
































以上の規模では平均 3.2人, 本学では約 3.6
人となっている｡
⑪ 来談者実数 (年間) は, 5,000人以下 1,001




⑫ 来談者の延べ人数 (年間) は, 5,000人以
下 1,001人以上の規模では平均 421.8人, 本
学では 2008年度は 594人と多く, 同一の相
談学生に対する相談回数が多い傾向がわかる｡
⑬ 学生来談率 (来談学生実数÷対象学籍学生
数×100) に関しては, 全国平均は 1996年の
























愛, 性格の悩み, 家族問題から, 各種精神疾患に
よる精神症状・身体症状の訴えまで様々である｡


















































































対人恐怖の症状を持つ学生 (中川, 2003), なか
なか大学に来られない不登校学生にも対応しうる
と考えられる (岡本・松田, 2008, 松田・岡本,
2008)｡
グループカウンセリングやセミナーの実施 (高
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